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☆☆ 202５年 巳年 あけまして おめでとうございます ☆☆ 

 

明けましておめでとうございます。 

旧年中は多岐にわたるご支援をいただき無事、2024 年の育成会運営を終えることが出

来ましたこと深く感謝申し上げます。 

又、昨年 11 月に永年の募金活動が評価され川口市社会福祉協議会の推薦により厚生労

働大臣表彰を受けることが出来ました。これもひとえに育成会活動にご理解とご支援をい

ただいております地域の皆様と育成会設立時からの歴代の方々の功績に対する評価の結果

と思っております。 

近年部員の減少や地域活動への考え方などにより苦しい運営が続いておりますが朝日東

地区があるかぎり現行の活動はつづけていく所存です。 

今年も昨年に益しましてご支援ご協力賜りますよう切にお願いいたしまして新年のご挨拶

とさせていただきます。 

本年も宜しくお願い申し上げます。 

 

令和 7 年 1 月 1 日 

川口子どもクラブ育成会 

会長 川田 茂雄 

 

 ☆☆１２月１４日「歳末たすけあい募金」の募金活動を実施☆☆ 

イオンモール川口にて歳末たすけあい募金の募金活動を実施しました。 

たくさんの方々にご協力いただきありがとうございます。 

 

 ★行事予定 

１月２５日（土）育成会事務局・運営会議 

 １月２６日（日）新年会及び祝賀会 

 

本部ニュース 
 

 



 

 

 

 

 

                            サッカー部  森田 政美   

 

 息子がサッカーに出会ったのは、小学３年生の終わり頃。 

最初のチームでは、同じ学年に２０人近くも選手がいて、試

合に出る機会は限られていました。それでも、本人は「サッ

カーって楽しい！」という気持ちだけでのびのびとプレーし

ていました。親としては「もっと真剣に向き合えないものか

…」と思う気持ちもありましたが、マイペースな彼の気持ち

を尊重していくしかありませんでした。 

 

 そんな彼が「朝日リボルバー」に移ったのは引っ越しがきっかけ。最初に驚いたのは、子どもたちが

自主的に練習の準備や片付けをしている姿です。それは単なるサッカーの場ではなく、精神を鍛え、自

己管理を学ぶ機会にもなると感じました。監督やコーチの真剣な指導、親身なサポートのおかげで、息

子はプレーだけでなく、人としても少しずつ成長しているように思います。 

 

 夏の合宿では、人生初めての泊り行事に挑戦しました。 

家族と離れることに緊張しすぎてお腹が痛くなるほどでしたが、それで

も合宿をやり遂げ、自信を持って帰宅した彼の姿には、ひとつ成長を感

じました。 

 さらに、大きな変化が訪れたのは、初めての駅伝大会への出場です。

息子はもともと努力を避けがちなタイプでしたが、「速くなりたい」と

いう気持ちが芽生えとことで、朝、自主的にランニングをすることもあ

りました。その成果もあって、学校の持久走大会でも初めて本気で取り

組む姿を見ることができました。 

  

技術的にも精神的にも成長には人一倍時間のかかる息子ですが、彼に根気強く向き合ってくださる指

導者の皆さんには感謝の気持ちでいっぱいです。 

時には困らせてしまうこともあるかもしれませんが、見守り、導いてくださるおかげで、彼は少しずつ

ではありますが前に進んでいます。 

 

 息子がこのチームで学んでいるのは、サッカーの技術だけ

ではありません。努力することの大切さ、挑戦する勇気、そ

して仲間と喜びや悔しさを分かち合う経験。 

これらすべてが、彼の人生にとってかけがえのない財産にな

るのではないかと思います。 

この先も彼がどんな道を選ぶとしても、ここで得た力を土台

にして、しっかりと歩んでいってほしいと願っています。

  

                    ・・・次回のリレーエッセイは「ベース部」です。 

第３４０回 思いつくまま気ままに・・・ 

 

 

 


